




１．愛しの聖女さんの目の前でパイズリマッサージでイかされる！？



「ふあああ♥♥♥勇者さま♥すごい♥ちんぽすごいの♥♥♥」

「あああ！気持ちいいよステラさん！ぼくはもう！もう！」

「はい♥きて来てください♥勇者さま♥♥♥あ！ふああああ！だめ……わたし！
聖女なのに！聖女なのに！勇者さまのちんぽで！はしたなく……イっちゃ
う！イっちゃいます！！ふあああああああああん！！！」

ビクン♥ビクビクン♥♥♥

きゅん♥♥きゅぷう♥♥♥♥

「うう！出る！ステラさんのマンコに中出し！！最高だ！最高だよステラさ

ん！！あああああ！イク！！」

びゅる♥びゅるるるうう♥♥♥どぴゅ♥

ぼくの名はユキト、異世界に召喚されて魔王を倒すため勇者となった。

王様の命令で仲間になった聖女のステラさんとは、旅の間に恋人になった

のだ。

長い金髪に、巨乳の白い肌。ちょっとおっとりとしているけど、すごい回復魔

法の使い手のステラさん。

転移まえの世界では、ありえなかった。こんな美少女と恋人になって、毎晩

セックスできるなんて！

「ああ♥いっぱいセックスしちゃいました♥わたし……勇者さまといっしょにいら
れて幸せです♥♥♥」

「ぼくのほうこそ♥ステラさんと恋人で世界一幸せだよ！！」

僕の言葉ににっこりと微笑む姿は天使そのものだった。



「うれしいです♥♥♥あう♥ふああああ♥すごい勇者さま♥まだおちんちんおっき
い♥♥♥あれ？♥まだ、精液がでてますね♥」

「え？」



ステラさんは、優しく微笑むと耳元の金髪をかきあげて、ぼくのちんぽに舌を

はわせた。

ちゅぴゅ♥ちゅ♥ちゅ♥

舌だけで、白く垂れるぼくの精液をなめとってくれている。

「ん♥おいし♥……きれいになったよ♥勇者さま♥」

「ステラさん！！」

「ふああ♥あん♥ちゅ♥ちゅぷ♥♥♥ん♥♥♥」

たまらなくなったぼくは、ステラさんの柔らかなくちびるをすいあげる。

ちゅ♥ちゅぷ♥♥♥ちゅちゅ♥♥♥

「勇者さま……ん♥ふあ♥」

「ステラさん♥あ……また」

「ふふふ♥勇者さまのココも♥さすが勇者さまですね♥ふあああん♥♥♥」

ぼくはふたたび、ステラさんを押し倒した。

もう彼女さえいればいい。

この冒険が永遠に続けばいいとさえ思うほど、ぼくはステラさんのことを好き

になっていた……

だけど……

～次の日、宿屋～



「お疲れさまでした。勇者さま」

「うん、今日のモンスターは手ごわかったね。あ～疲れた！」

ぼくたちはその日の冒険を終えて、自分たちの泊まる部屋に帰ってきた。

地道な魔物討伐も勇者の仕事だ。しかし、毎日肉体労働が続くとさすがに身

体もガタついてくる。

「ふふふ♥そう思って今日は特別に、マッサージ師さんを呼んでいるんですよ
♥」

「え？ほんとう！？さすがステラさん気が利くね！ありがとう♥」

ぼくの言葉に、おっぱいを揺らしながら照れている聖女さま。その時入口の

扉がノックされた。

コンコンッ

「失礼します。マッサージにおうかがいしました」

さっそく僕たちの部屋にふたりのマッサージ師が来てくれた。

ぶるん♥ぷるん♥

「え？マッサージ師さんて女の人？」

ステラさんに負けないほどの巨乳の女性がふたり、部屋のなかにはいってき

た。

「本日はご指名ありがとうございます。エクレアと申します♥有名な勇者さまと
聖女さまのお疲れを癒すことができて、私たち光栄ですわ」

「ハニールです♥♥♥よろしくなの♥今日はハニたちが、勇者さまたちをすっごく
気持ちよくしてあげるの♥」



礼儀正しい黒髪ロングヘアの巨乳マッサージ師のエクレア。

フレンドリーで茶髪ショートヘアの爆乳マッサージ師、ハニールが深々と頭を

下げる。

どちらも、黒いブラウスのような上着と短いスカートを着ている。

「おふたりともありがとうございます。今日はよろしくお願いしますね」

ステラさんもふたりに、にこやかに微笑んだ。

「ではさっそく始めさせていただきますね……ハニール準備を」

「はいなの！エクレアさま！さあ♥勇者さま♥脱いで脱いで♥」

「え？ちょっと！？うわ！」

「ひゃん♥大丈夫ですから！一人で脱げますから！」

爆乳を押し付けられながら、ぼくたちは装備をすべて外されていくのだった。

ぼくの相手はハニールと名乗る茶髪のツインテール爆乳美少女。

「それでは失礼します♥うわあ♥勇者さまの身体おっきい♥♥」

小さくやわらかな手が、あおむけに寝たぼくの胸板をさわってくる。

ぷにゅ♥ふにゅん♥

おおおおお！？おっぱいが！おっぱいが！

「あー♥勇者さまってばハニのおっぱいガンみしてるぅ♥♥♥」

「え！？そ、そんなことないよ！ないない！」

ウソだった……ブラウスの間から白い胸の谷間が、いやらしくひしゃげてい
た。



正直、ステラさんのおっぱいより大きい……何を食べたらこんなデカい乳が
育つのだろう……

だが！大きさなど関係ない！ステラさんのおっぱいが世界で一番美しいの

だから！

「ふーん♥そういう事にしておいてあげるの♥彼女さんも見てるしね♥」

「は！？」

そうだった！横ではステラさんも一緒にマッサージしているんだった！

「大丈夫ですよ♥勇者さまがおっぱい大好きなのは知ってますから♥」

「あ……ハイ。でもほんとにガン見はしてないですから！」

ふふふ♥と笑うステラさん……天使だ！

そう、ステラさん天然なところあるし怒ったところ見たことないんだよなぁ……

それは、それとして……

「ふあ♥ああ♥ソコ♥ソコです♥ふあああ♥きもちいい♥」

「ココですね……ココがいいんですね……聖女さま……」

クソ！なんなんだ！エクレアとかいうマッサージ師！

さっきから、ステラさんの身体揉みまくりやがって！うう……うらやましい……
「……ニヤっ」

「！？」

あきらかに鼻で笑って、挑発してきたぞ！？うう！ステラさんにエロいことし

たら、女でも許さないぞ！



ぷにゅ♥ふにゅううん♥♥♥

「もう♥勇者さまはぁ♥コッチに集中してくださぁい♥はぁい♥顔のマッサージい
きますよぉ♥」

「は、はぁい！うう……また爆乳が……え？なんで服脱いでるんだよ！う
ぷ！？顔にちょくせつおっぱいが！」

むにゅ♥ふにゅううううん♥♥♥

顔にハニールの生乳が、しかも、両手で左右から押し付けてきやがる！コ

レってぱふぱふってやつじゃ！？

「はぁああん♥きもちいいですかぁ？勇者さまあ♥お顔のマッサージぃ♥どうで
すかぁ？はぁあああん♥♥♥」

「うぷ♥やめ、息ができないって！うぷ♥あまいにおいが♥うう……やわらか
い！」

ふにゅうう♥♥ぷにゅううううん♥♥♥ふにゅふにゅ♥ぱふぱふ♥ふにゅうう♥♥♥♥

「はぁあああん♥勇者さまぁすっごい気持ちよさそうな顔ぉ♥♥ハニールもっと
がんばっちゃおうかなぁ♥♥♥エイ♥」

そう言うとハニールはマッサージ用のローションをぼくの身体と、自分のおっ

ぱいにぬりつけた。

そのまま爆乳をズリズリズリィと押し付けたまま、ぼくの身体をこすりあげて

いく。



「はぁああん♥勇者さまの身体かたあい♥モンスターとの戦いでおつかれなん
ですねえ♥♥♥アレアレ？でもでもぉ♥ココが一番かたくなってるぅ♥♥♥」

にゅぷ♥ぶるん♥♥♥にゅぷぷ♥♥♥ぶるるん♥♥♥



「うっ！やめ！ソコは！」

「はぁあん♥かったぁい♥勇者さまの聖剣すっごく大きくなってますよぉ♥しかも
熱ぅい♥ハニールのおっぱい火傷しちゃいそう♥♥♥♥」

にゅっぷ♥♥♥ぶるん♥にゅっぷる♥♥♥ぶるん♥ぶるん♥

「うう！やめろ！勝手なことするな！誰がちんぽさわっていいっていったんだ

よ！うう！」

「そんなこと言ってぇ♥なんで勇者さまのおちんぽぉ♥こんなに勃起してるんで
すかぁ？」

にゅぷるん♥♥♥ぶるん♥ぶるん♥にゅっぷにゅっぷ♥♥♥

ハニールのおっぱいが通過するたびに、ぼくのちんぽが押し付けられては

反り返る。

「はぁああん♥ほんとにあっつぅい♥♥♥勇者さまのおちんぽすごぉい♥♥♥この
おちんぽでぇ聖女さまのおマンコズコズコしてるんですねぇ♥♥♥うらやましぃ
♥♥♥」

「はぁ！？な、なにいってるんだよ！うう♥♥♥」

「毎晩ズコズコ♥セックスしまくっているんでしょぉ？ほぉらあ♥おちんぽもうん
うんって♥反応してるよぉ♥♥♥ふふ♥」

「それは……おまえが！あう♥♥」

むにゅううう♥♥ふにゅうううう♥♥♥むにゅむにゅ♥♥♥

ハニールの奴が、ちんぽを爆乳にはさみこんでシゴきあげてくる。

「はぁああん♥かたぁい♥♥♥すごいよ♥さすが勇者さまぁ♥♥♥こんなエッチなお
ちんぽ初めてだよぉ♥♥♥ほら♥彼女もガン見してるよ♥」

「あ……え！？」



横を振り向く。

さっきまで優しく微笑んでいたステラさんの顔は、真っ青になっていた。

「あ……勇者さま……わたし……」

「ち、ちがうんです！ステラさん！こいつが勝手に！あう♥」

むにゅむにゅう♥♥ふにゅふにゅううう♥♥♥ぷにゅ♥

ぼくが、ステラさんと話しているあいだもハニールのパイズリは止まらない。

「お客さまぁ♥勝手にうごいちゃだめですよぉ♥♥♥ほらぁ♥おとなしくしてぇ♥♥♥
はぁん♥いいこですねえ♥♥♥」

「そうですよ……コレはマッサージなんですから♥心配いりません……王都で
はコレがふつうなんです……だから……聖女さまも♥」

「そ、そうなんですか？……え？ふああああああああん♥そんな♥あ♥だめ♥
おっぱい♥おっぱい♥揉まないで♥♥♥」

エクレアの奴が、ステラさんの巨乳を揉みまくってる！？

「ふふん♥♥♥」

あいかわらず、挑発的に見下しやがって……はぁう♥♥♥

「はぁい♥勇者さまもぉ♥マッサージに集中してくださぁい♥♥このマッサージ
はぁ♥おちんぽがもっと強くなる効果があるんですよぉ♥聖女さまとのセックス
のためにもぉ♥しっかり気持ちよくなってくださいね♥♥」

ふにゅ♥ふにゅうう♥♥♥ぷにゅううう♥♥♥

「うう……そう……なのか？ステラさん……」



「勇者さま……ふああああ♥♥♥だ、だいじょうぶです♥わたしは、勇者さまを信
じてますから♥あ♥あああ♥」

「ステラさん♥♥♥♥♥」

いやらしい手つきでおっぱいを揉まれながらも、必死に耐えるステラさん

……

「ふふふ♥さ♥勇者さまも♥がんばって♥気持ちよくなってくださぁい♥♥♥ほら
ほぉら♥♥♥おっぱいぷにゅぷにゅですよぉ♥♥♥♥」

「ああう！はぅ！」

「あ♥ふあああああ♥♥♥」

ぼくたちは、女マッサージ師のテクニックに同時に悲鳴を上げた。

「あ♥ああああ！すごい！こんなパイズリ……やば！」

「ふああ♥♥だめですう♥♥♥勇者さまが見ているのに♥♥こんな♥はしたない！」

むにゅうう♥♥むにゅふみゅうう♥♥♥むにゅむにゅうう♥♥♥きゅぷ♥
ふにゅ♥むにゅ♥みゅぬ♥にゅむ♥♥♥にゅむにゅむ♥♥♥にゅぷ♥♥♥

「ああああああ！！」

「ふああああああ！！」

「ほらぁ♥我慢しないでイっちゃいなよ♥勇者さま♥」

「思い切りイってください♥聖女さま♥♥♥ちゅぷ♥♥」

ハニールの乳首が、ぼくのカリ首をこすりあげてくる！

ステラさんのおっぱいが！エクレアのくちびるに吸い上げられている！

「うう……ダメだ♥♥♥ああ……ステラさん！ステラさん！！」



「勇者さまあ♥勇者さ……ま……あああ！ふあああああ♥♥♥」

ビグン♥♥♥ビクビク♥♥♥ビグン♥♥♥

ステラさんの身体が跳ね上がった。

「ステラさん……そんな……」

「あああ♥ふあああああ♥♥♥エクレアさんのマッサージきもちいい♥♥」

「ふふふ♥思い切りイってしまいましたね♥聖女さま♥……ニヤッ」

むにゅ♥ふにゅ♥きゅぷ♥♥きゅぷうう♥♥むにゅ♥♥♥ふにゅうう♥♥♥♥

「あいつ！クソ！クソ！」

「ああああん♥勇者さま♥すごい♥♥♥おちんぽすっごく硬くなって♥♥ああ♥ああ
あん♥♥♥ハニのおっぱい貫かれちゃう♥♥♥ふふふ♥ほぉら♥勇者さまも……
イっちゃえ♥♥♥♥」

むぎゅううう♥♥♥むにゅ♥むにゅ♥ふみゅううう♥♥♥むにゅうう♥♥♥

「あ♥ああああ♥ステラさん！ステラさん！」

「はぅ♥エクレアさん♥また♥あああん♥ふああああ♥♥♥」

「あははは♥聖女さまに無視されちゃったねえ♥カワイソー♥」

ハニールとエクレアが、ニヤニヤ笑いながらぼくのちんぽを見下ろしてくる。

「うう……こいつら！あ♥あああああああ♥♥♥」



「イくんでしょ？聖女さまに無視されてカワイソーなおちんぽ♥さみしく射精し
ちゃいなよ♥♥♥ほらぁ♥ほぉらああ♥♥♥イけ！！！」

むぎゅぎゅううううう♥♥♥ふにゅううう♥♥♥♥♥どぴゅ♥



「あ！あああああああ！イク！イク！クソ！なんでこんなやつのおっぱい

に！！パイズリ射精しちゃう！ううう！イクう！！！」

どぴゅ♥どぴゅどぴゅ♥♥♥どぴゅうううう♥♥♥ぴゅるる♥♥♥むぎゅ♥むにゅむ
にゅ♥♥ぴゅ♥ぴゅ♥むぎゅうる♥♥どぴゅうううう♥♥♥

「ああああああン♥♥♥すごい♥すごいよ♥勇者さま♥♥♥すごい量♥♥♥あははは
♥彼女に無視されたまま他の女のおっぱいでイっちゃたねえ♥♥♥うふふふ♥
気持ちよかったぁ？」

ぴゅる♥ぴゅぴゅ……ぴゅる♥

「うう♥クソ……うううう……」

「ゆう……しゃさま……ああ♥♥ふああ♥♥♥」

ちゅぴゅ♥れろおお♥♥♥ちゅ♥ちゅ♥

「や、やめろよ！なにがマッサージだよ！ステラさんのおっぱいから離れろ！

うぐっ♥♥♥」

エクレアがふたたびステラさんのおっぱいにむしゃぶりつく。

ハニールも、ぼくのちんぽをくわえこみやがった！

「はぁん♥♥♥勇者さまあ♥ほぉらあ♥ちゃんとハニちゃんがぁ♥お掃除フェラして
あげるからあ♥♥おとなしくしてぇ♥♥♥はぷ♥ちゅちゅ♥♥♥ちゅぴゅううう♥♥♥」

ちゅ♥ちゅ♥ちゅううう♥♥ちゅぷ♥ちゅうううう♥♥♥

「あ……ああ……そんな……尿道まで精液吸われてる♥うう！！また！イ
ク！出る！！」

ちゅちゅうう♥♥♥ちゅう♥ちゅる♥ちゅる♥ちゅぷ♥ちゅううう♥♥♥ビクッ♥♥
「あ♥ふあああああ♥♥♥♥勇者さまあ♥ステラもぉ♥♥♥女の子どうしなのに♥♥♥
ダメ♥イっちゃう♥♥♥ふああああああ♥♥♥♥」



「「イって♥ほら♥恋人の前で思い切りイっちゃえ♥♥♥♥♥」」

「「あああああああああああああああ♥♥♥♥♥」」

ビクン♥♥♥どぴゅ♥♥♥ぷしゃああ♥♥♥どぴゅるる♥♥♥ぷしゅああああ♥♥♥びゅ
びゅううう♥♥♥どぴゅ♥♥♥ぴゅし♥ビクン♥♥♥ビクン♥♥♥♥

「あああ……また……会ったばかりの女にパイズリでイかされた……」

「ふああ……勇者さまがそばにいるのに……わたし……わたし……ああ♥女
の子にイかされちゃった♥♥♥」

ぐったりと脱力したぼくたちをあざ笑いながら、マッサージ師の女たちは黒い

スカートの中にあるパンツを脱ぎ始めた。

「……はぁはぁ……なにしているんだよ……はぁはぁ♥」

「え？ええ？なんですか？もう。おわりなんじゃ？」

「なにいってるんですかぁ？これからもっとぉ♥♥♥気持ちよくしてあげるんだか
らぁ♥♥♥」

脱いだパンツをポイと捨てて笑うハニール。

「そうですよ♥聖女さま♥ほら♥また私に身をゆだねて♥」

ノーパンになった女たちが、ぼくたちに身体を密着させはじめる。

「や、やめろぉ！もうじゅうぶんだから！う♥うあああああ♥♥♥」

爆乳マッサージ師の肉厚の身体がものすごい力で、ぼくを押し倒してきたの

だった。

２．愛しの聖女さんが、ふたなりマッサージ師に寝取られる！？



「はーい♥ハニちゃんのおっぱいプレスですよぉ♥勇者さまぁ♥♥♥」

ぷにゅううう♥♥♥ふにゅうううう♥♥♥♥

ハニールの爆乳が目の前に広がる。抵抗したくても、なぜか身体に力が入ら

ない……

大きめの乳輪がほおに押し付けられるのだった。

「はぷ♥こいつ……調子にのって……うお♥やわらかい！」

ぱふぱふぱふ♥♥♥ぷにゅっぷ♥ぱふぱふ♥むにゅうう♥ふにゅううう♥♥♥

ふたたびハニールの爆乳ぱふぱふが、ぼくの顔をもみくちゃにする。

「うぷ♥やわらかい！甘い香りが！うぷ♥くるし……あああ♥」

「ふふふーん♥ハニちゃんのおっぱい気持ちいいでしょぉ♥♥♥♥でもぉ……お
マンコはもっとトロトロなんだよぉ♥♥♥」

にまぁ♥と笑うハニール。

「誰も……そんなこと……聞いてな……ああああ！」

ちゅく♥ちゅちゅ♥♥はぁ♥はぁん♥♥ちゅく♥♥♥

「こいつ！耳を！あああ！やめ……あ♥」

ちゅく♥ちゅちゅうう♥♥はぁあん♥♥ちゅ♥れろお♥ちゅくちゅく♥♥はぁはぁん♥♥
ね……きもちい？……ちゅく♥♥

「ううう！うああああ！！ああああああ♥♥♥」

「ふふふん♥勇者さまってばぁ♥♥耳なめられたくらいでぇ♥あわてちゃってカワ
イー♥♥でもぉ……いいのかなぁ♥彼女さんはぁもっとすごいことになってる
よぉ♥♥♥」



にまぁ♥ふたたび下品なほほえみを浮かべるハニール。

「は！ス、ステラさん！？」

横を振り向くぼくの目には、今まで見たこともないほどよがって悶えるステラ

さんの姿があった。

「ふああああああああああ♥♥♥♥♥♥ダメです！エクレアさん♥♥そんな！女の
子どうしなのに！！あ♥あ♥ああああああああ♥♥♥」

「ダメって？なにがダメなんですか？お口で聖女さまのおマンコなめているだ

けですよ？ちゅぷ♥ちゅ♥ちゅる♥はぁ♥それにほら……聖女さまのマンコもヒ
クヒク♥って喜んでるじゃないですか♥♥♥♥」

エクレアがまた、にやりとこちらを見て笑う。

ビグン♥♥♥

それと同時に、ステラさんの細くて白い身体がはねあがった……

「あふ♥ちが……ちがうんです！勇者さま♥ちがうの……見ないで……見ない
でください……ふああ♥♥♥」

ちゅる♥ちゅちゅ♥ちゅる♥ちゅぷ♥♥♥ちゅるる♥

「ウソはよくないなぁ♥ほら♥こんなにヒクついて……私の舌を待ってるじゃな
いですかぁ？ちゅる♥ちゅうううう♥♥♥」

「ふぐっ！？」

びくんびっくん♥♥♥

「ステラさん！？」

「あああ……やだ……やだよぉ♥いやなのに……わたし……気持ちよくなっ
ちゃう♥♥♥ふああああ♥♥♥イイ♥♥♥」



「いい加減にしろよ！ステラさんが嫌がってるだろ！これのどこがマッサージ

なん……ひゃい！？」

ちゅく♥ちゅくちゅく♥♥♥もぉ……じゃましないのぉ♥

ゆうしゃさまはぁ♥おみみでぇ♥きもちよぉく……なっててねぇ♥はぁん♥♥♥ちゅ
♥ちゅくちゅ♥

耳の奥に、ハニールの舌がはいってきた。

ステラさんのおマンコと同じように……淫乱なマッサージ師たちのベロが、ぼ
くとステラさんを襲ってくる。

「ああ……勇者さま♥そんな♥ふああああああ♥♥♥」

「ちが、ちがうんです！ステラさん！こいつが♥あああ♥かってに♥♥♥」

なにがぁ♥♥♥かってなのかなぁ？ほぉらあ♥♥♥おみみぃ♥♥♥きもちいいよねぇ
♥♥♥♥ちゅく♥♥ちゅるちゅる♥♥♥ちゅくうう♥♥♥

「うう♥誰が……耳なめなんかで！」

うそはよくないなぁ♥♥♥♥ほぉらあ♥♥♥おちんちんビンビン♥♥♥♥ちゅく♥♥♥ちゅ
くちゅく♥♥♥ちゅく♥♥♥♥

「あひ！？やめ、やめろ！おっぱい押し付けんな！耳の奥うお！あああ♥♥
脳みそかき回されてるみたいに♥♥♥♥」

ちゅくちゅく♥♥♥ちゅちゅ♥♥♥♥ずるるるううう♥♥♥はぁはぁ♥♥♥きもちいねぇ
♥♥♥ほぉら♥♥♥そろそろイっちゃうんじゃない？

「誰が……あああああ♥耳フェラなんかで……うああああああ♥♥♥」



嫌なら抵抗すればいいのに♥♥♥♥できるならだけど……ちゅくちゅく♥♥♥ちゅ
るちゅる♥♥♥ちゅぷ♥ちゅくちゅる♥♥♥ちゅうううう♥♥♥♥

「「ああああああああああああああ♥♥♥♥♥♥」」



ぼくは悲鳴をあげていた。ステラさんと一緒に……

びゅる♥ぴゅるる♥♥♥ぴゅ♥♥どぴゅ♥

ビグン♥ビクビクッ♥♥♥ぷしゅ♥♥♥

「あはははは♥やだぁ♥勇者さまってば♥ほんとにぃ♥♥♥耳なめだけでイっ
ちゃったぁ♥♥♥」

２話サンプルＥＮＤ



３．愛しの聖女さんの寝取られセックスを見ながら、爆乳マッサージ

師に犯される！？

「あああ♥ちんぽが……他の人のちんぽが♥あ♥入る♥ダメです♥♥♥そんな
♥♥♥ダメ！」

「なにがダメなんですか聖女さま？私のちんぽ欲しいんでしょ？ほら♥亀頭の
ところまで入っちゃいましたよ？ううん♥イイ♥あーイイですよその顔♥♥ダメっ
ていいながら、すっごく期待してる瞳してるじゃないですか♥♥♥このムッツリす
けべ聖女め♥♥♥♥」

ぐぷ♥ぐぴゅ♥♥♥ビクン♥♥ビクビク♥♥♥

「ち、ちがいます！誰も期待なんかして……あ♥ああああ♥♥♥」

「そうですか……残念です。それじゃあマッサージはこれで終わりです……」

突然エクレアが立ち上がり、ステラさんはベッドへ崩れ落ちる。

「え？」

訳が分からないという顔で、ベッドのそばに立つエクレアを見上げるステラさ

んがつぶやく。

「え？お……おわりなんですか？そ、そう……」

「ん？どうしました？すごく残念そうですけど……」

「そ……そんな……こと……きゃ♥」

ふたたび、ステラさんを押し倒したエクレアがふたなりちんぽを彼女のマンコ

に擦りつけた。

ぬちゃ♥

「あ♥」



「あれれ？どうしました？私のちんぽ当てただけで、甘い声でちゃったけど

……」

「そんなこと、ない……ないです！わたしは勇者さまだけのものなんです！
エクレアさんのモノになんか……モノになんか……」

ぬちゅ♥くちゅ♥

ステラさんがそう言ってもなお、エクレアは自分のちんぽをなんども縦に擦り

つける。

「強情ですねぇ……でも、ほら♥見てください♥その勇者さまは……ほかの女
と夢中でキスしてますよ？」

「え！？」

んぶちゅ♥ちゅ♥ちゅぶううう♥♥ちゅちゅ♥♥♥んちゅぷ♥♥

ステラさんの瞳が見開かれていた。

ハニールの唇が押し当てられているぼくの唇を見て……

ちゅぶ♥♥♥ちゅる♥♥♥ちゅううう♥♥♥

「んうう！！んううううう！！！」

ハニールのツインテールを両手で掴み、何とか引きはがそうとしているのに

……

「んふ♥♥ちゅぷ♥♥♥勇者さまってばぁ♥ひどぉい♥♥♥もう♥♥♥乱暴なんだか
らぁ♥♥♥ちゅちゅうう♥♥♥♥髪が痛いよぉ♥♥♥んちゅうううう♥♥♥♥」

ちゅうう♥♥♥はぁはぁ♥♥♥

「はぁ♥♥♥やめろ……離れろよ！んちゅううう♥♥♥ぼくに何したんだよぉ♥♥♥♥
んう♥♥♥ちゅ♥♥ちゅううう♥♥♥♥うう！ステラ……さん」



「んぶ♥ふぶう♥♥♥はぁん♥♥♥なにいってんのよぉ♥♥♥ゆうしゃさまがぁ♥♥♥キ
スしてほしがってるだけじゃん？はぶ♥♥♥んちゅううう♥♥♥♥」

引き離そうと思っても手が……手が動かない！強力な磁石のように、ハニー
ルの唇が、ぼくの唇をひきつけて離さないのだ。



ちゅぶ♥♥♥ちゅちゅちゅううう♥♥♥ちゅぶうう♥♥♥ちゅちゅる♥♥♥

横目でステラさんの痴態を眺めながら興奮し、ハニールとのキスで勃起させ

ているちんぽ。

そのちんぽに、淫乱なマッサージ師のおマンコが何度もすりつけられてい

る。

「あはははは♥彼女のまえでキスしながら興奮してちんぽ擦りつけてるヘンタ
イですよ？こんな男に遠慮することないでしょう？さあ♥私たちも一緒に気持
ちよくなりましょう♥♥♥聖女さま♥♥♥」

ニヤつくエクレアが、ステラさんの顔をなでながら近づいていく。

「んぶうう！！んちゅ！んぶうううう！！！ぷはっ！や！やめろ！はぐ！？」

すごい力で、ぼくの顔がハニールの唇に押し付けられた。

「んちゅ♥もう♥勇者さまったらあ♥ちゃんとコッチに集中してぇ♥♥あの女もぉ♥
ハニたちが浮気キスしてること気づいてなかったじゃん♥♥♥エクレアさまのち
んぽに夢中だったんだよぉ♥だからぁ♥♥」

くぷ♥くぷぷぷぷううう♥♥♥

「あ！あああああ♥♥♥♥はいる！ハニールのマンコに！ちんぽが入っちゃ
う！ああああああ♥♥♥♥」

くぴゅん♥♥♥くぷくぷ♥くぷうう♥♥♥

４．愛しの聖女さんをふたなりマッサージ師と一緒に犯す！？



「ふあああああ♥♥♥ふああああああああん♥♥♥♥勇者さまぁ♥♥♥勇者さまのち
んぽおおおお♥♥♥きてるうう♥♥♥♥」

ぐぷ♥♥♥ぐぷりゅ♥♥♥ぐぷぷぷうううううう♥♥♥♥♥

深くステラさんの子宮までちんぽを突き入れた。

「あああ♥♥♥勇者さまのちんぽぉ♥♥いつもより硬くて熱い！！ふあ♥ふあああ
ん♥♥♥そんな♥ダメ♥♥♥」

「ステラさん♥♥♥ステラさんのかわいいマンコも♥♥♥いつもより絞めつけてくる
よ♥♥♥ああ♥♥♥ちんぽきもちいい！！」

そうだ、やっぱりあの乳デカ女よりステラさんのほうが可愛らしいじゃない

か！

ずぴゅ♥♥♥パン♥♥♥パアアアアン♥♥♥ずぶ♥♥♥パン♥♥♥パアアン♥♥♥ずちゅ
♥♥♥パンパン♥♥♥パアアン♥♥♥

「勇者さま♥♥♥勇者さまぁ♥♥♥ふあ！もっと！もっと！激しく！いつもより激し
くしてぇ！！」

「ステラさん！うう！すごい！いつもと全然違う♥♥♥うう♥ちんぽ搾りつくされ
るみたいだ♥♥♥ああ♥♥♥ちんぽが！うお♥♥♥」

ぐちゅ♥♥♥きゅぷ♥♥♥きゅぷぷぷうう♥♥♥パン♥♥パチュン♥♥♥きゅぴゅる♥♥♥♥
パチュ♥♥♥パアアン♥♥♥パチュン♥♥♥きゅぷ♥♥♥きゅん♥♥♥

「絞めつけてくる♥♥♥ああ……やばい♥♥♥ピストンがまともにできないくらい
♥♥♥ステラさんのマンコの吸い付きが♥♥♥やばい！！」

「もっと♥♥♥もっとはげしくしてください♥♥♥勇者さま……あ♥ふああ♥♥♥ちんぽ
♥ちんぽ♥♥♥もっとほしい♥♥♥」

ぱちゅ♥♥きゅぴゅる♥♥♥パチュン♥♥♥ぐぷぷううう♥♥♥パン♥♥♥きゅん♥♥♥
きゅぽおおおおお♥♥♥パチュウン♥♥♥きゅぴゅ♥♥♥



「ふあああ♥♥♥ちんぽおお♥♥ちんぽおおお♥♥ちんぽほしいのおお♥♥♥ふあ
ああああん♥♥♥♥」

「はぁはぁ♥♥♥ステラさん！きもちいいよ！ステラさん！！あああ♥♥♥すご
い！いつもと全然違う！ああああ♥♥♥」

パチュ♥♥♥ぷちゅ♥♥♥きゅぷううううう♥♥♥パン♥♥パアアン♥♥♥きゅぷきゅぷう
うう♥♥♥くちゅ♥♥♥ぷちゅ♥♥♥きゅううううん♥♥♥

「どうだ！エクレア！やっぱりステラさんは、ぼくのちんぽのほうを愛してくれ

ているんだ！お前なんかに……ん？」

ステラさんを犯しながら、見上げたエクレアの顔は……やはりいやらしくニヤ
ついていた……

「ええ♥さすがです勇者さま♥すごい腰使いですよ♥でも……聖女さまはあな
たのちんぽだけでは、ふふ♥満足しきれていないみたいですね♥」

エクレアがステラさんの耳元でささやくと、ステラさんの肩がビクリと震えた。

「何を言って……あ……」

シコシコシコシコシコシコシコシコ♥♥♥♥♥

ステラさんは、ぼくとセックスしながら……エクレアのふたなり巨根を右手で
しごきまくっていた。

「ああ♥♥♥いいですよ♥聖女さまの手コキ♥♥♥そんなに私のちんぽがほしい
んですか？あ？ひょっとして勇者さまのおちんぽが小さすぎて満足できない

んですかねぇ♥♥♥♥ふふふ♥♥♥」

「はぁ！？……そんな……ステラさん……」

「ちが！ちがいます！そんなこと……」

シコシコシコシコシコシコ♥♥♥♥



けれど……ステラさんがエクレアのちんぽをシゴく手は止まらない。

「ああ♥♥いいですよ♥聖女さま♥私のちんぽ……待ちきれないんですね♥♥♥」

「え♥あ……ちがいます！わたしは♥そんな……あああ♥♥♥」

シコシコシコシコシコ♥♥♥きゅぴゅ♥♥♥きゅんきゅん♥♥♥きゅる♥♥♥くちゅくちゅ
♥♥♥きゅぷううう♥♥♥♥

「ああああ♥♥♥ステラさんのマンコがまた♥クソ！やっぱり！そいつのちんぽ
に発情してるのか！」

パン♥♥♥パアアアン♥♥♥パン♥ぱちゅん♥♥♥パアアアン♥♥♥

「ふああああ♥♥♥勇者さま♥そんな激しく！あああああああ♥♥♥♥」

「ステラさん♥♥♥ぼくのちんぽも感じてよ！ほら！ぼくのほうがいいだろ！？」

ひたすら、ステラさんのマンコにちんぽを突き立てた。

パアアアアン♥♥♥パン♥♥きゅぷ♥♥♥パアアン♥♥♥♥きゅんきゅううん♥♥♥ぱ
ちゅ♥♥パアアアン♥♥♥パン♥♥♥パン♥♥♥きゅぷん♥♥♥

「ねえ！ステラさん！ぼくのほうがいいよね！ぼくが、ステラさんの恋人なん

だ！勇者さまといっしょにいられて幸せです♥♥♥って言ってたじゃない
か！！」

パアアアアン♥♥♥パン♥♥♥パン♥♥♥シコシコシコ♥♥♥パアアアン♥♥♥シコシコ
シコシコ♥♥♥パチュン♥♥♥シコシコシコシコ♥♥♥♥

「ああ……イきそう……こんな絞めつけてくるステラさん初めて……ああ……
クソ！なんでいつもより！あああああああ♥♥♥♥」



「ちんぽがいいのぉ♥♥♥好きです♥♥♥愛してます♥♥♥ちんぽいい♥♥♥ちんぽイ
イ♥♥♥おちんぽ大好きいい♥♥♥♥♥ふああああん♥♥♥♥あん♥あん♥ああん♥♥♥
あああああああああん♥♥♥♥」

シコシコシコシコシコ♥♥♥♥シコシコシコ♥♥♥ぴゅる♥♥♥シコシコシコシコ♥♥♥♥



「ステラさん！！んぶ♥♥♥んちゅ♥♥♥」

横目でニヤつくエクレアを振り切るように、ステラさんとキスをする。

ぱちゅん♥♥♥パアアアン♥♥♥きゅんきゅううん♥♥♥♥パアアン♥♥♥ぱちゅ♥♥ぱ
ちゅ♥♥♥きゅぷ♥♥♥♥パン♥♥♥パン♥♥♥パン♥♥♥パアアアン♥♥♥

「はぁはぁ♥♥♥ゆ、ゆうしゃさまぁ……もう♥♥♥もう♥♥♥♥はぅ♥♥♥ちゅ♥♥♥ちゅ
♥♥♥ちゅぷ♥♥♥うふうん♥♥♥♥♥♥」

４話サンプルＥＮＤ

５．愛しの聖女さんが、ふたなりちんぽに堕とされる

ハニールもふたなりちんぽが生え、エクレアとふたりでステラさんを犯そうと

している。



助けなければいけないのに、萎えたちんぽと同じく身体に力が入らないの

だ。

それに……

「すごい♥♥♥こんなちんぽ♥初めて♥しかも二本も♥♥♥♥♥」

ぼくの彼女であるはずのステラさんは、ふたなり女のちんぽに夢中なのだ

……

「ああ♥いいですよ聖女さま♥そうそう♥もっといっぱいシゴいて♥♥♥」

「はあああん♥♥♥聖女さまのお祈り手コキ♥♥♥♥イイ♥♥♥でも……もっと気持
ちよくできるよねぇ？ほら！ハニのおちんぽ♥口でしゃぶってよ♥♥♥♥」

突きつけられた二本のちんぽに一瞬とまどいながらも、ステラさんは目を細

めて舌をつきだす。

ちゅぴゅ♥♥♥ちゅ♥……ちゅる……ちゅぴゅ♥♥♥

「すごい♥長くて♥太い♥ほしい♥ちんぽほしいれすぅ♥♥♥ふあああ♥♥♥♥おちん
ぽぉ♥♥♥おちんぽおお♥♥♥♥ちゅぶ♥♥♥ちゅる♥♥♥れろれろれおぉおお♥♥♥
ちゅ♥ちゅるるるうう♥♥♥んぼ♥♥♥ちゅぼぼ♥♥♥♥れろおお♥♥♥ちゅちゅ♥はぁ
♥♥♥ちんぽすきいいい♥♥♥♥♥」

「はああああん♥♥♥イイ♥♥♥おちんぽの先っぽあったかい♥♥♥あふ！やば♥
聖女のフェラやばいよぉ♥♥♥♥おほおおお♥♥♥♥」

「ああ♥♥♥♥イイですよ♥♥♥ふふ♥♥♥ちゃんとシゴきながらしゃぶってください♥
じゃないと……おマンコにごほうびあげられませんよ？そう♥♥そう！うまいで
すよ！ああああああン♥♥♥ちんぽ感じるぅ♥♥♥♥♥♥♥」



「ふあい♥ちゅる♥♥♥エクレアさまぁ♥♥♥♥♥♥ハニールさまぁ♥♥♥♥♥ちゃんとシ
ゴいて♥♥♥ちゅぴゅ♥♥♥ちゅぼ♥♥♥お口で気持ちよくしますからぁ♥♥♥♥たくま
しい勃起ちんぽぉ♥♥♥ステラにぃ♥♥♥ステラのおマンコにぃ♥♥♥♥いれてくら
しゃい♥♥♥♥んぼ♥♥♥ちゅぼ♥♥♥ちゅぶ♥♥♥♥」



ぼくの前では見せたことのない、淫乱な瞳でふたりのちんぽをしゃぶる彼女

……

「ふふ♥♥♥かわいいですよ♥♥♥そんなに私のちんぽが気に入ったんですね？
それとも……これまでのちんぽがダメだったのかなぁ？」

ぼくのほうを振り向き、あのニヤついた顔をみせるエクレア。

「もう♥エクレアさまひどいですよぉ♥♥♥勇者さまのちんぽがカワイソーです
♥♥♥はぁああん♥♥♥」

口ではなぐさめているが、哀れみながらぼくを見下すハニール。

「ハニールの方がひどいですよぉ♥♥♥私は勇者さまのちんぽなんて言ってま
せんから♥♥♥ふふふ♥♥♥♥」

「あはははは♥♥♥♥やば♥ごめんねー♥ゆうしゃさまぁ♥♥♥」

完全に見下してぼくをあざわらう、ふたなり女たち。

ちゅぶ♥♥♥ちゅぼ♥♥♥ん♥♥♥ふあ♥♥♥ちゅちゅ♥♥♥♥シコシコシコ♥♥♥♥ちゅる
♥♥♥ちゅびゅ♥♥♥♥シコシコシコシコ♥♥♥♥

そして……そんなぼくを哀れそうに見ながらも、ふたなりちんぽをしゃぶりシ
ゴくのを止めないステラさん……

「クソ！クソ！！ステラさん……ぼくだって！ぼくだって！」

５話サンプルＥＮＤ

６．正体を現したふたなりサキュバスを倒し、愛しの聖女さんを取り戻

したけれど……



「あはははは♥ほんとはこういう姿なんだけどぉ♥♥♥どぅ？可愛いでしょ♥♥♥♥
勇者さまぁ♥♥♥♥」

「ふふふ♥聖女さま♥サキュバスのちんぽの味はいかがでした？勇者のちん
ぽよりも、気持ちよかったでしょう♥♥♥」

角と蝙蝠のような翼を生やした、ラバースーツ姿のエクレアとハニールがあ

ざ笑う。

「どうりで……クソ……力が入らないのは、魔術のせいか！」

「ふふふ♥♥♥いまさら遅すぎですよ♥射精するごとに♥絶頂するごとに♥エナ
ジードレインであなたたちの力は、私たちに吸われていたのですから♥♥♥」

「あははは♥♥♥そうなのぉ♥レベルの低いハニたちでもぉ♥勇者たちの力を
エッチして奪えばぁ♥♥♥♥楽勝なのぉ♥♥♥」

爆乳を揺らしながら、ゆっくりと近づいてくるハニールたち……

「ご、ごめんなさい……勇者さま……わたしのせいで、こんなことに……」

サキュバスたちを呼び込んでしまった責任を感じて、うなだれるステラさん

……

「違うよステラさん！悪いのはだましたこいつらなんだから！お前ら絶対に許

さないぞ！！」

ステラさんを庇って前に出るぼくを、これまで以上にバカにした顔であざ笑う

サキュバスたち。

「あはははははは♥♥♥ふにゃちんのヨワヨワ勇者に言われても怖くないのぉ
♥♥♥♥」



「ふふふ♥♥♥大人しく殺されてください♥♥♥気持ちよくしてくれたお礼に……
たっぷり苦しませてあげますからぁ！！」

ザシュっ！！



エクレアのツメがのびて、ぼくのうでを切り裂いた！

「うわあ！」

「ほぉら♥♥♥ハニとも遊ぼうよぉ♥♥♥勇者さまぁ！！」

ガスッ！！

「ぐふっ！？」

ハニールの蹴りがみぞおちに食い込む。

「勇者さま！！」

ステラさんの悲鳴を聞きながら、部屋の壁に弾き飛ばされた。

「えー♥ウソでしょぉ♥もうおわりぃ？ほんとにぃ♥よわよわ雑魚ちんぽになっ
ちゃったねぇ♥♥♥」

ゆっくりとハニールが近づいてくる……

６話サンプルＥＮＤ

サンプル作品を最後までお読みくださりありがとうございました。

よろしければ、本編もよろしくお願いいたします。

エロバトルン












